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「

パ

ラ

レ

ル

宗
教
」

と

完

全
に

読
み

換
え
て

訳
出
・

表
記
す
る

と

し

て

も
、

そ
れ
が

学
問
的
に

有
意
味
な

解
決
策
か

ど

う
か

即
断
で

き
な

い
。

　
「

漢
字
の

意
味
表
象
性
と

宗
教
学
」

と
い

う

問
題
は

、

些
細
な

問
題
に

も

思
え
る

。

し
か

し、

漢
字
学
者
自
川

静
の

「

わ

が

国
の

文
化
は

、

漢
字

に

支
え
ら
れ
て

い

る

と

こ

ろ
が

多
い

。

こ

と
に

知
的
な

営
み

の

世
界
か

ら

漢
字
を
除
く
こ

と

は
、

ほ
と
ん

ど

不
可

能
と

い

っ

て

よ

い
。

わ
が

国
の

文

化
的
集
積
の

大
部
分
が
、

そ
の

上
に

築
か

れ
て

い

る

か

ら
で

あ
る
」

（
『

字

通
』

　一

九
九
六

年
）

と

い

う

言
葉
を
考
え

る

と

き、

あ
ら

た
め

て
、

漢
字

と
い

う
文
字

媒
体
の

意
味

表
象
力
を

考
え

る

必
要
が
あ
る

と

思
わ

れ
る

。

学
術
用
語
の

概
念
規
定
の

問
題
を

探
究
す

る

際、

そ
の

学
術
用
語
を
生
み

出
し

た
文
化
に

お

け
る

そ
の

用
語
の

語
源
的
探
究
が

行
わ

れ
る

こ

と
が

多

い
。

そ
う
で

あ
る

な
ら
、

不

毛
な

作
業
に

陥
る

危
険

性
を

認
識
し
つ

つ、

西

洋
の

用

語
を

輸
入
し
、

翻
訳
す
る

側
の

言
葉
11
漢

字
の

解
析
作
業
も

行

う

必
要
が
あ
る

だ
ろ

う
。

艶
・

マ

ン

文
学
に

お

け

る

「

敬
虔
」

の

問
題

掛

　
川

富
　
康

 
ロ

マ

ン

主

義
以

来
、

敬
虔
主
義
は、

こ

の

新
し

い

精
神
と

接
触
し
、

…

八

世
紀
後
半
か

ら

前
世
紀
の

前
半
期
に

至
る

ま

で

大
き
な

精
神
的
勢
力
で

あ
っ

た
。

恥
・

シ
ュ

ラ

イ
エ

ル

マ

ッ

ハ

ー
、

S
・

キ
ル

ケ

ゴ

ー

ル
、

騒
・

マ

ン

等
の、

神
学
者

、

思
想
家、

文

学
者
の

内
面
を

深
く

規
定
し

、

敬
虔

性
と

ロ

マ

ン

主

義
的
感
情
と

の

相
互

浸
透
あ
る

い

は

峻
別
が
課

題
と

し
て

意
識
さ
れ

た
。

 
所
謂
ウ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

時
代
に

始
ま

る

マ

ン

の

文

学
活
動

は
、

一

般
に

「

生
と

精
神
」

の

対
立
と

い

う
側
面
か

ら
論
じ

ら

れ

る
が

、

し

か

し
、

マ

ン

文
学
の

後

期
に

至
る
ま
で

の

展
開
を
視
野
に

入
れ

る
と

、

こ

の

対
立
の

問
題
は、

上

記
の

敬
虔
主

義
と

ロ

マ

ン

主
義
の

相
互

交
流
と

い

う、

よ

り

大
き

な

潮
流
の

内
部
に

位

置
づ

け

ら

れ
る

。

「

生
と

精
神
」

の

対
立
の

モ

チ

ー

フ

は、

マ

ン

個
人
が

そ
の

文
学
活
動
の

初
期
に

お

い

て

対
峙
し
た

テ

ー

マ

で

あ
る
が

、

マ

ン

自
ら
に

な
か

で

変
容
し

、

生
と

芸
術
が

同
列
化
さ

れ、

と

も
に

「

精
神
」

に

対
立
す
る

と

い

う、

構
図
と

構
想
に

お

け
る

転

換
が

図
ら

れ
る

（
『

フ

ィ

オ

レ

ン

ツ

ァ
』

）

。

 
マ

ン

の

世
界
観
の

形
成
に

大
き
な
影

響
力
を
も
っ

た
の

は

A
・

シ

ョ

ー

ペ

ン

ハ

ウ

ア
ー
、

R
．

ワ

ー
グ

ナ
ー

と

並
ん

で、

と

り
わ
け
恥
・

ニ

ー

チ

ェ

で

あ
る

。

マ

ン

の

ニ

ー

チ
ェ

受
容
は、

そ
の

音
楽

性
を
墓
調
と

し
た

デ

ィ

オ
ニ

ュ

ソ

ス

受
容、

つ

ま

り
ソ

ク

ラ

テ
ス

主
義
批
判
の

受

容
と、

そ

の

新
し
い

倫
理
の

構
築
の

プ

ロ

グ
ラ

ム

に

対
す
る
拒
否
と

い

う
、

二

つ

の

相

反
す
る

面
を

持
つ

。

マ

ン

の

前
者
の

意
味
で

の

二

i
チ
ェ

受
容
は、

文
化

の

背
後
に

あ

る

宗
教

的

次
元
の

把
握、

及
び
こ

の

宗

教
的
次

元
が

「

敬

虔
」

と

い

う

質
を

も
っ

た

次
元
と

結
び
つ

け
ら

れ

て

理

解
さ

れ

て

い

く
こ

と

を

可

能
と
す
る

。

 
作
品

分
析
1
詩
歌
を
中
心
と
し
た

ド

イ
ツ

文
学
の

伝
統
に
、

長
編
の
パ

ロ

デ
ィ

ー
と
い

う

形
式
を

用
い

て

対

決
し
た

『

大
公
殿
下
』

に

は
、

敬
虔

性
が
、

「

大
公
」

と

対
比
さ

れ

た

民
衆
の

意
識
と

し

て

把

握
さ

れ
、

大
戦

中
・

後
の

大
作

『

魔
の

山』

は
、

舞
台
は
］

九
］

○
年
代
か

ら

第
一

次
大

戦
勃
発
時
ま
で

で

あ
る

が
、

後
期
中

世
に

由
来
し
、

二

〇
世
紀
前
半
ま

で

の

ド

イ

ツ

市
民

社
会
の

精
神
的
基
盤
の

批
判
的
分
析
の

ロ

マ

ン

で

あ
る

。
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共

和
国
精

神
と

ド
イ
ツ

精
神
の

対

決
と
い

う

主

題

構
成
を

持
っ

て

い

る

が
、

主
入

公
H
・

カ

ス

ト
ル

プ

の

行

程
は

、

近
代
に

お

け

る

敬
虔
主
義
の

検
証
と

し

て

理

解
で

き

る
。

後
期
の

大

作
『

フ

ァ

ウ

ス

ト
ゥ

ス

博
士
』

は、

同
期
の

ワ

シ

ン

ト

ン

講
演
〔
『

ド

イ

ツ

と

ド
イ
ツ

人
』

）

と

実
質
的
に

並

行
し

て

進
め
ら
れ

た
が

、

そ

こ

で

は、

宗

教
的
敬
虔
の

問
題
は

、

ド

イ

ツ

・

ナ

チ

ズ
ム

の

思
想

史
的
批
判
的
検
証
と

い

う
こ

の

作
品
の

巾
心

的
位

置
を

占
め

、

「

敬

虔
」

は

中

世
後
期
以

来
の

ド

イ
ツ

精
神
に

内

在
す
る

人

間
の

「

魂
」

の

原
始
的

性
格
に

由
来
す
る

も
の

と

し
て

、

本
質

的
な

批
判

を
受
け
る

。

 
ル

タ
ー

の

位
置
1
（
1）
ル

タ

ー

は

マ

ン

の

「

敬
虔
」

の

分
析
に

お

い

て

の

み

な
ら
ず

、

ド

イ
ツ

の

精

神
的

・

政
治
的
・

社
会

的
伝
統
の

分

析
に

お

い

て

最
も
重

要
な

位

置
を

占
め

て

い

る
。

マ

ン

の

ル

タ
ー

理

解
の

特
色

は
、

就
中
二

ー

チ
ェ

の

ル

タ
ー

像
に

規
定
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

ル

タ
ー

は
、

音

楽
の

精
神、

デ
ィ

オ

ニ

ュ

ソ

ス

的
な
も
の

の

出
現
と

し

て

理

解
さ
れ
、

ル

ネ
サ
ン

ス

（

サ

ヴ

ォ

ナ

ロ

ー
ラ
）

と

宗
教
改

革
（

ル

タ
ー）

は、

あ
る

共
通
し

た

力
の

発

現
と

し

て

理

解
さ

れ
る
。

M
・

ウ

ェ

ー

バ

ー、

E
・

ト

レ

ル

チ
ら
に

よ

る

新
し

い

見

解
に

は

影
響
は

受
け

て

い

な
い

よ

う
で

あ
る

。

（
2）
ル

タ

ー

は、

後
期
中
世
の

都
市
の

中
に

も

宿
り

、

神

経
症
・

ヒ

ポ
コ

ン

デ
リ

ー
・

ヒ

ス

テ

リ

ー
な
ど
に

見
ら
れ
る、

魂
の

未
解

放
な、

悪
し

き

敬
虔
性、

そ
の

原

始
的
性
格
を

継
受
し
て

い

る
。

（
3
）

ま

た

他
方

、

ル

タ

ー

は、

中
世
の

階

層
的
な

宗
教

秩
序
か

ら

の

民

衆
の

解
放

の

実
現
者、

グ
ー

テ

ン

ベ

ル

ク
と
と

も
に

精
神
の

民
主
化
の

推
進

者
と

も

理

解
さ

れ

て

い

る
。

フ

ラ

ン

ス

革

命
は

ル

タ
ー
の

こ

の

精
神
の

延
長
上
に

位

置
づ
け

ら

れ
る

。

 
ロ

マ

ン

主
義
の

中
に

潜
在
し
、

そ

の

悪
し

き

帰

結
と

し

て

の

魂
の

「

原

始
性
」

と

等

値
さ
れ

た

「

敬
虔
性
」

に

対

抗
し
て
、

マ

ン

が

積
極
的
な
価

値
と

し

て

位
置
づ

け
よ

う
と

し
た
の

は
、

新
し
い

ヒ

ュ

ー
マ

ニ

ズ
ム

理
解

と

世
界
市
民
主
義
に

対
す
る

肯

定
で

あ
る

。

神
道
思

想
の
パ

ラ

ダ

イ

ム

　
　

　
　

デ

ル

マ

ー
・

ブ

ラ

ウ

ン

の

説
を
め

ぐ
っ

て

ー

原

真

和

　

村

岡
典
嗣

（

｝

八

八

四

1
」

九
四

六
）

、

石
田
「

良
（
一

九

＝
ニ

ー
二

〇
〇
六
）
、

デ
ル

マ

ー
・

ブ
ラ

ウ

ン

∪
Φ一
日
角

ζ’

じd
旨

o
づ

β

（
一

九
〇
九

−

−）

は、

そ

れ

ぞ

れ
神
道
思
想
の

本
質
に

つ

い

て

考
察
し、

そ
れ

を

神
道

の

三

つ

の

特
質
な

い

し

パ

ラ

ダ

イ
ム

と

し

て

示

し

て

い

る
。

　

村
岡
は、

「

日

本
神
道
の

特
質
−
東
洋
思
想
に

於
け
る
日
本
の

特
質
i

」

（
一

九
三

六）

に

お

い

て
、

神
道
思
想
は

時
代
ご
と

に

多
様
性
を
示
し

て

い

る

が
、

そ
れ
に

も
か

か

わ
ら

ず
神
道
の

定
義
を

可
能
に

す

る

共
通
の

特

質
が

あ

る

と
喬
う

。

そ

の

第
一

は、

天

皇
を

尊
ぶ

帛
国
主
義、

第
二

は、

現
世
を

終
わ
り
な

き

世
と

し

て

肯
定
す

る

現
実
主

義
、

そ

し

て

第一、一
は、

明
浄
な

る

こ

と

を

尊
ぴ

、

そ

れ

を

善
し

と

す

る

明
浄
主

義
で

あ
る

．

明
浄

主

義
は

神
道
祭
祀
の

あ
り

よ

う

全
般
に

よ

く

現
れ

て

い

る
。

そ
し
て
、

こ

れ
ら
三

つ

の

特
質
は、

神
道
の

本
質
の

発
現
で

あ
り

、

日

本
的
な
る

も
の

の

主

要
な

要
素
で

あ
る

と

す

る
。

　
石
田

は
、

「

口
本
文
化

史
ー
日
本
の

心
と

形
』

（
一

九
八

九）

第
八

講、

第
三

章
に

お

い

て
、

村

岡
を

踏
ま
え
た

上
で

、

「

神
道
の

原
質

構
成
の

三
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